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洪
水
時
期
は
三
回
あ
る

　
信
濃
川
が
洪
水
に
な
る
時
期
は
、

大
き
く
三
回
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
三

月
～
五
月
は
毎
年
、
雪
解
け
水
に
よ

り
洪
水
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
時
期

の
洪
水
の
特
徴
は
、
雨
に
よ
る
洪
水

と
違
い
時
間
が
長
く
続
き
ま
す
。
融

　
ズ雪

期
の
ほ
か
に
は
梅
雨
期
と
台
風
が

あ
り
ま
す
。

　
梅
雨
期
は
前
線
降
雨
で
局
地
的
に

長
時
間
続
く
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
ら
ん

は
ん
濫
域
に
人
口
が
集
中

　
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
地
帯
に
属
し

　
　
出
水
期
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、
六
月
十
八
日
㈲
、
十
日
町
橋
下

　
流
約
八
百
摺
の
地
点
で
十
日
町
地
域
（
十
日
町
市
・
川
西
町
・
津
南
町
・

　
中
里
村
）
の
関
係
者
が
集
ま
っ
て
大
が
か
り
な
水
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま

　
し
た
。
十
日
町
市
で
も
昭
和
五
十
六
・
五
十
七
・
五
十
八
年
と
三
年
連

　
続
し
て
台
風
に
見
舞
わ
れ
、
大
惨
事
、
大
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
水
害
の
恐
ろ
し
さ
を
も
う
一
度
、
思
い
起
こ
し
て
み
ん
な
が
力
を
合
わ

　
せ
て
水
防
活
動
に
努
め
た
い
も
の
で
す
。
二
・
三
警
は
、
い
ざ
と
い
う

　
時
に
備
え
て
、
　
「
水
防
」
を
特
集
し
て
み
ま
し
た
。
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や

て
い
る
日
本
は
、
年
間
の
降
雨
量
が

多
い
た
め
、
緑
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
細
長
い

国
土
に
高
さ
二
、
三
千
屑
の
山
脈
が

走
っ
て
い
ま
す
。
河
川
は
流
路
が
短

か
く
急
こ
う
配
と
い
う
地
理
的
な
条

件
を
備
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

ひ
と
た
び
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
る
と
、

短
時
間
に
水
が
流
れ
出
て
、
洪
水
が

起
き
や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
土
の
一
〇
％
に
当
た
る

河
川
の
は
ん
濫
域
に
は
、
人
口
の
約

半
分
が
密
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
河
川
が
は
ん
濫
す
る
た
び
に
大
き

な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

治
水
事
業
に
大
き
な
成
果

　
近
代
的
な
治
水
事
業
の
幕
開
け
は
、

明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。
時

の
政
府
が
オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
を
招
き
、

法
制
面
の
整
備
も
行
い
、
水
防
対
策

へ
の
取
り
組
み
を
全
国
的
に
進
め
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
明
治
末
期
か
ら

大
正
、
昭
和
の
初
期
に
か
け
て
、
被

害
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
も
信
濃
川
の
改
修
は
、

建
設
省
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
の
尽

力
に
よ
り
、
中
条
、
城
之
古
に
続
い

て
下
条
、
四
日
町
堤
防
の
整
備
が
着

々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

力聾≧

被
害
の
規
模
は
大
き
い

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
努
力
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
水
害
が
毎
年
の
よ
う
に

も
マ
つ
　
し

猛
威
を
ふ
る
い
、
各
地
の
河
川
流
域

に
大
き
な
つ
め
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
二
十
一
年
か
ら
六
十
年
ま
で

の
四
十
年
間
の
洪
水
に
よ
る
死
者
、

行
方
不
明
者
は
二
万
七
千
七
百
九
十

三
人
、
被
害
額
は
約
二
十
八
兆
円
に

上
っ
て
い
ま
す
。

　
地
震
な
ど
、
ほ
か
の
災
害
と
比
べ

ン　　ー’強　　　・　　　　　，　、難

積み土のう工法に励む消防団員

る
と
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
昭
和
三
十

六
年
か
ら
五
十
九
年
ま
で
の
地
震
に

よ
る
被
害
が
年
間
千
四
百
棟
、
火
災

が
五
万
棟
で
あ
る
の
に
対
し
、
水
害

に
よ
る
被
害
は
実
に
二
十
五
万
棟
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
火
災
の
五

倍
、
地
震
の
二
百
倍
に
当
た
り
、
い

か
に
大
き
な
損
失
で
あ
る
か
が
わ
か

り
ま
す
。

十
日
町
市
で
も
犠
牲
者
が

　
十
日
町
市
で
も
昭
和
五
十
六
年
、

五
十
七
年
、
五
十
八
年
と
三
年
連
続

し
て
台
風
の
被
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

五
十
六
年
の
被
害
額
は
、
取
水
施
設

な
ど
約
六
億
二
千
万
円
で
し
た
。
五

十
七
年
は
農
産
物
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設

な
ど
約
一
億
三
千
万
円
、
そ
し
て
五

十
八
年
で
は
、
信
濃
川
が
急
激
に
増

水
し
、
水
防
活
動
を
し
て
い
た
消
防

団
員
が
流
さ
れ
て
一
人
が
死
亡
、
二

人
が
軽
傷
と
い
う
惨
事
が
起
き
ま
し

た
。
そ
砂
ほ
か
、
農
産
物
な
ど
の
被

害
額
も
約
八
千
万
円
で
し
た
。
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レ
木
流
し
工
法
は
よ
く
で
き
た
か
な

〈
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
の
救
助
訓
練

　
こ
の
よ
う
に
信
濃
川
で
は
、
記
録

に
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
、
ほ
ぼ

四
年
に
一
度
の
割
合
で
大
き
な
洪
水

が
起
き
て
い
ま
す
。

極
め
て
重
要
な
水
防
訓
練

　
宿
命
と
も
い
え
る
水
害
を
未
然
に

防
ご
う
と
、
河
川
改
修
事
業
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
実
に
は
自
然

の
猛
威
に
対
し
て
治
水
工
事
を
施
す

だ
け
で
は
完
全
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
毎
年
、
洪
水
を
想
定
し
た
水
防
訓

練
を
行
っ
て
万
一
の
時
に
備
え
て
い

ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
水
防
に
関
心
を

も
っ
て
被
害
を
最
小
限
に
く
い
と
め

た
い
も
の
で
す
。

　
六
月
十
八
日
に
行
わ
れ
た
訓
練
で

は
積
み
土
の
う
工
法
、
木
流
し
工
法
、

チ
レ
や蛇

か
ご
工
法
、
ブ
ロ
ッ
ク
投
入
工
法
、

は
し
ご
付
き
自
動
車
を
使
っ
た
救
助

訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
と
、
積
み

土
の
う
工
法
は
、
麻
袋
や
ビ
ニ
ロ
ン

樹
脂
土
の
う
袋
な
ど
を
利
用
し
、
三

〇
キ
。
～
五
〇
キ
。
く
ら
い
の
土
砂
を
詰

め
、
積
み
重
ね
ま
す
ー
写
真
右
撚
、
。

木
流
し
工
法
は
、
枝
葉
の
つ
い
た
杉

や
松
な
ど
の
樹
木
に
土
の
う
や
石
袋

を
つ
け
、
そ
の
木
の
根
元
に
鉄
線
を

結
び
つ
け
流
れ
を
緩
和
し
て
決
壊
を

防
ぎ
ま
す
ー
写
真
上
。
蛇
か
ご
工
法

は
、
堤
防
の
肩
か
ら
一
㌶
程
度
後
退

し
、
蛇
か
ご
を
積
み
越
水
を
防
ぎ
ま

す
。
蛇
か
ご
の
直
径
は
四
十
五
独
．
程

度
で
水
位
に
応
じ
て
積
み
重
ね
、
防

水
シ
ー
ト
で
前
面
を
覆
う
か
土
砂
を

間
に
入
れ
て
漏
水
を
防
ぎ
ま
す
髄
写

真
表
紙
。

日
ご
ろ
の
心
構
え
が
大
切

　
こ
の
よ
う
な
水
防
訓
練
も
大
切
で

す
が
、
水
害
は
大
・
中
・
小
河
川
ど

こ
で
、
い
つ
被
害
を
受
け
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
緊

急
時
に
備
え
た
り
、
関
係
機
関
に
情

報
を
連
絡
し
て
く
れ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
何
と
い
っ
て
も
日
ご
ろ
の
心

構
え
で
す
。
ぜ
ひ
、
次
の
こ
と
に
心
が

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
①
雨
水
の
逃
げ
道
を
確
保
す
る
た

め
に
排
水
溝
を
掃
除
す
る
。

　
②
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
、
・

i
ソ
ク
、
マ
ッ
チ
を
用
意
す
る
。

　
③
全
国
的
な
気
象
と
地
域
的
な
気

象
情
報
に
注
意
す
る
。

　
④
日
ご
ろ
か
ら
安
全
確
実
な
避
難

路
を
利
用
す
る
。

　
み
ん
な
で
、
大
切
な
命
や
財
産
を

恐
ろ
し
い
水
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

58年の洪水は忘れられない

　58年の台風は、一生忘れることができま

せん。十日町橋付近で蛇かご工法の作業中

に、まさか私たちの所が崩れ落ち、信濃川

に投げ出されるとは思いませんでした。

　むき出しになった水道管に、夢中でしが

みついて助かり、生きた気持ちがしません

でした。水害の恐ろしさを体験し、水防訓

練の必要性を痛感しています。

雛継

前島　洋一さん

（本町6－2・自営業）

三つの水防工法が適している

　河川施設の被害原因は、越水・浸透・洗

掘に分けられます。これを防ぐための水防

工法は約40あります。信濃川上流域では、

積み土のう・木流し・蛇かご積みの3工法

が一番適しています。水害は緊急を要しま

すので、現場の状況を的確に判断し、慎重

かつ迅速な判断が必要です。日ごろから水

防活動に関心を持っていただきたいです。

山崎　正幸さん

（讐難li）

自分たちで家や財産を守る

　洪水！自然が相手だから、心配してもね。

でも、58年の洪水は家の近くまで来ました。
　　　　　　　　　　　　　　　　
ちょうど稲刈り時期ではさに干していた稲

が水浸しになり、消防署の人がゴムボート

に乗って集めてくれた時は助かりました。

　主婦の立場で機会があったら「水害や災

害」をテーマに話し合ってみたいですね。「家

や財産を守る」ことにつながりますからね。

高野タケさん

（太田島2・主婦）

災害に備えて訓練をしてます

　消火活動だけでなく、救助活動をはじめ

暴風、水害、地震などあらゆる災害を想定

して訓練に励んでいます。「災害は忘れた

ころにやってくる」と言われていますが、

先般行われた水防訓練は災害対策を進める

ために大切なことだと思っています。団員

の皆さんも仕事を持っての奉仕活動ですが、

災害に備えての心構えをお願いします。

佐藤　敏夫さん

（消防署小隊長）

3と’♂∫ガ夢3平成元年7月10日
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市
議
会
第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
十
四
日
か
ら
二
十

日
ま
で
の
七
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
　
「
市
道
の
認
定
」
　
「
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
改
正
」
な
ど
議
案
十
二
件
、
請
願
三

件
、
意
見
書
一
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
五
人
の
議
員
が
立
ち
、
住
居
表
示
の

統
一
化
、
知
事
選
挙
の
結
果
と
今
後
の
市
政
対
応
、
総

合
計
画
な
ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
算
…
…
道
路
改
良
工
事
関
係
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
物
移
転
補
償
料
な
ど
二
億
四
、

　
人
事
関
係

　
■
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

…
…
佐
藤
實
氏
（
西
浦
町
西
）

の
再
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
条
例
関
係

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
■
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正
…
…
賦
課
限
度
額
「
四

〇
万
円
」
を
「
四
二
万
円
」
に
引

き
上
げ
、
四
割
軽
減
判
定
基
準

額
コ
ニ
万
円
」
を
「
二
一
万

五
、
○
○
○
円
」
に
増
額
す
る

な
ど
の
改
正
を
し
ま
す
。
　
（
平

成
元
年
度
分
保
険
料
か
ら
適
用
）

　
予
算
関
係

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
■
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予

一
部
改
正
な
ど
可
決

七
一
九
万
五
、
○
○
○
円
を
増

額
し
ま
し
た
。

　
■
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算
…
…
東
下
組
地
区
簡
易
水

道
新
設
工
事
費
な
ど
二
四
六
万

一
、
○
○
○
円
を
増
額
し
ま
し

た
。　

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
…
…
管
渠
布
設
工
事
費
、

な
ど
一
、
八
三
八
万
一
、
○
○

○
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　
■
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正

予
算
…
…
支
払
基
金
・
国
お
よ

び
県
へ
の
返
納
金
二
、
四
二
九

万
四
、
○
○
○
円
を
増
額
し
ま

し
た
。

　
■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
…
…
管
渠
布
設
工
事
請
負

工
事
費
、
な
ど
九
五
万
円
を
増
額

し
ま
し
た
。

◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆

　
■
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

．
…
：
収
益
的
収
入
に
お
い
て
県

か
ら
の
受
託
工
事
収
益
七
二
〇

万
円
を
追
加
、
同
支
出
に
お
い

て
受
託
工
事
費
七
二
〇
万
円
を

追
加
し
ま
し
た
．

　
ま
た
、
資
本
的
収
人
に
お
い

て
企
業
債
を
一
六
〇
万
円
追
加
、

同
支
出
に
お
い
て
工
事
請
負
費

一
八
○
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
そ
　
の
　
他

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
■
市
道
の
認
定
…
…
幸
町
三

号
線
ほ
か
三
路
線
を
認
定
し
ま

し
た
。

　
■
市
道
の
変
更
…
…
大
川
島

下
線
の
終
点
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
■
市
道
の
廃
止
…
…
太
田
島

水
堀
線
ほ
か
二
路
線
を
廃
止
し

ま
し
た
。

　
■
十
日
町
地
域
土
地
開
発
公

r薗一「「一一「r一一「「一噸r｛一1一…1般l　l質：一…1問

L＿一」L一一」L＿一」L一一」

　渡辺春吉
1．住居表示の統一化について

2．当市における専門医の充実について

大島昭三

社
定
款
の
一
部
改
正
…
…
業
務

の
範
囲
を
明
確
に
し
、
余
裕
金

の
運
用
を
拡
大
し
ま
す
（
県
知

事
の
許
可
の
日
か
ら
施
行
）

　
■
水
沢
中
学
校
寄
宿
舎
廃
止

に
関
す
る
請
願
（
継
続
審
査
）

　
■
市
道
西
寺
町
線
全
面
改
修

改
装
に
関
す
る
請
願
（
継
続
審

査
）　

■
上
川
団
地
道
路
の
市
道
編

入
に
関
す
る
請
願
（
採
択
）

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
■
平
成
元
年
産
米
の
政
府
買

入
価
格
お
よ
び
我
が
国
農
業
・

農
村
の
将
来
展
望
と
米
穀
政
策

の
確
立
に
関
す
る
意
見
書

1．市長の政治姿勢について

半間　正

1．市政一般について

大島清松

1．知事選挙の結果と市政運営方針に

　ついて

2．総合計画見直しにおける課題と展

　
体

　
具

　
の

　
想

　
構

　
ク

　
　
一

　
ワ

　
ト

　
　
ツ

て
　
ネ
　
て

い
民
い

つ
市
つ

に
与
に

望
参
化

　
よ

　　名地　武文

1．リゾート開発について

2．農業政策について

3．福祉政策について

　
　
　
　
永
年
勤
続
表
彰

　
「
全
国
市
議
会
議
長
会
」
並
び
に
「
北
信
越
市
議
会
議
長
会
」
か

ら
永
年
勤
続
議
員
に
表
彰
が
行
わ
れ
、
十
日
町
市
議
会
か
ら
、
次
の

議
員
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
議
員
在
職
十
五
年
以
上

◆
議
員
在
職
三
十
年
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員

大島昭三議員

◆
議
員
在
職
二
十
五
年
以
上斎木正義議員

◆
議
員
在
職
十
年
以
上

L樋宮佐佐水大庭
村口沢藤藤野島野

仁熊健勝一寛清耕
平蔵…巳男男松策

小宮山達男議
議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

4



ま‘日票苑
翼叢γひ、ラ

、導

参
議
院
く
腿
蟹
表
群
響
繭
操
難
》

　
第
十
五
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
は
、
七
月
五
日
に
公
示
さ

れ
、
二
十
三
日
が
投
票
日
と
な

り
ま
す
。

　
今
回
の
選
挙
は
、
新
潟
県
選

出
議
員
選
挙
と
比
例
代
表
選
出

議
員
選
挙
が
あ
り
、
二
回
投
票

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
投
票

順
序
な
ど
係
員
の
指
示
に
従
い
、

記
載
誤
り
の
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

選
挙
区
選
挙

　
候
補
者
（
新
潟
県
選
出
議
員
）

個
人
の
氏
名
を
記
載
し
て
く
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
い
。
投
票
用
紙
は
「
黄
色
」

で
す
。比

例
代
表
選
挙

　
政
党
の
名
称
ま
た
は
略
称
を

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
用

　
　
　
　

紙
は
「
白
」
で
す
。

　
せ
っ
か
く
投
票
し
た
貴
重
な

一
票
も
、
候
補
者
の
個
人
名
を

記
載
す
る
と
無
効
に
な
り
ま
す
。

　
候
補
者
名
簿
や
各
政
党
の
政

策
な
ど
を
良
く
見
て
、
選
ぶ
政

党
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

わたしの一票が、役立つ声になります

投
票
資
格

①
十
日
町
市
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
ー
七
月

二
十
三
日
現
在
で
満
二
十
歳
以

上
の
日
本
国
民
で
す
。

　
②
平
成
元
年
四
月
四
日
以
前

か
ら
十
日
町
市
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
人
。
四
月
五
日
以
後

の
転
入
者
は
、
前
住
所
地
の
市

町
村
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
③
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
て
も
、
公
職
選
挙
法
第
十

一
条
に
定
め
る
欠
格
事
項
に
該

当
す
る
人
は
、
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

不
在
者
投
票

　
投
票
日
に
旅
行
・
出
張
・
入

院
・
出
産
な
ど
、
や
む
を
得
な

い
事
情
の
た
め
投
票
所
へ
行
け

な
い
人
は
、
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

由
　
　
①
投
票
区
の
区
域
外

　
　
　
に
お
い
て
、
職
務
ま
た
は

事
業
務
に
従
事
中
で
あ
る

こ
と
。

　
②
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
事
故
の
た
め
、
市
外
に
旅
行

中
ま
た
は
滞
在
中
で
あ
る
こ
と
。

　
③
病
気
、
負
傷
、
出
産
の
前

後
な
ど
の
た
め
、
歩
行
が
著
し

く
困
難
で
あ
る
こ
と
。

　
④
単
身
赴
任
な
ど
の
た
め
、

市
外
に
居
住
中
で
あ
る
こ
と
。

　
な
ど
の
場
合
が
該
当
し
ま
す
。

間
　
　
　
公
示
の
日
か
ら
投
票

　
　
　
日
の
前
日
ま
で
の
毎
日

期
（
土
曜
・
日
曜
日
の
区

別
な
く
）
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。
昼
休

み
時
間
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
旅
行
先
や
滞
在
先
で
不
在
者

投
票
を
す
る
場
合
、
投
票
日
ま

で
に
名
簿
登
録
地
の
選
挙
管
理

委
員
会
に
、
そ
の
投
票
が
到
着

し
な
い
と
無
効
に
な
り
ま
す
の

で
、
郵
送
期
問
を
考
慮
し
て
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

き
市
役
所
一
階
選
挙
事

続
務
室
に
印
鑑
と
入
場
券

手
・
（
届
い
て
い
る
場
合
）

を
持
参
し
、
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に

入
院
・
入
所
中
の
人
は
、
施
設

長
に
申
し
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

病
院
や
施
設
で
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

郵
便
に
よ
る
投
票

　
両
下
肢
、
体
幹
、
内
臓
な
ど

に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
は
、
自
宅
で
記
載
し
、

郵
便
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
郵
便
投
票
の
た
め
の
投
票
用

紙
の
請
求
は
、
七
月
十
九
日
ま

で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

代
理
投
票

身
体
の
故
障
や
文
盲
の
た
め

候
補
者
の
氏
名
を
自
書
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
人
は
、
補
助
者

が
選
挙
人
の
指
示
す
る
候
補
者

の
氏
名
を
記
載
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。入

場
券
を
確
認

　
入
場
券
は
、
嘱
託
貝
さ
ん
を

通
じ
て
今
月
中
旬
ま
で
に
配
布

し
ま
す
。
投
票
所
の
場
所
、
開

閉
時
刻
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
選
挙
管
理

委
員
会
（
盈
5
7
　
3
1
1
1

内
線
幽
・
㈱
）
へ
。

　
選
挙
事
務
室
は
市
役
所
一
階

に
あ
り
ま
す
。

　　　参議院新潟県選出議員

　　補欠選挙開票結果
　　　　6月25日投票　県選管確定

⑭大渕絹子（社・新）560，275票（14，461）

　君　英夫（自・新）482，391票（9，103）

　村田一男（共・新）　47，174票（　859）

　　　　　（　）内は十日町市開票区の得票

　　　　十日町市開票区選挙結果

　　　■当日有権者数　　34，286人

　　　■投票者数　　　　25，101人

　　　■棄権者数　　　　　9，185人

　　　■投票率　　　　　73．21％

　　　■無効　　　　　　　　678票

5と・お．ガ夢3平成元年7月10日
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青葉クラブが全国大会
　　～西小学校野球部～

　
　
　
　
　
キ
ャ
プ
テ
ン
の
長
井
雅
裕
君
は

④
鎌
潔
霧
懸
㌔
部
江
佐
央

　
　
　
　
　
皆
さ
ん
　
西
4
球
児
に
温
か
）
声
援
を
送
っ
て
あ
げ
て

　　　　舟

　
新
潟
県
学
童
軟
式
野
球
大
会
が
六
月
二
十

五
日
㈲
、
鳥
屋
野
球
場
で
開
か
れ
、
青
葉
ク

ラ
ブ
が
見
事
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
青
葉
ク
ラ
ブ
は
、
五
月
二
十
八
日
㈲
の
中

越
大
会
で
一
回
戦
3
1
1
（
西
ビ
ク
タ
ー
ズ
・

加
茂
市
）
、
二
回
戦
9
－
2
（
新
町
ク
ラ
ブ
・

長
岡
市
）
と
六
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
。
決
勝
戦

8
1
0
（
若
獅
子
・
栃
尾
市
）
と
五
回
コ
ー

ル
ド
勝
ち
を
収
め
中
越
地
区
の
代
表
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
六
月
二
十
五
日
の
県
大
会

で
は
一
回
戦
1
0
1
0
（
新
飯
田
・
白
根
市
）

と
コ
ー
ル
ド
勝
ち
。
決
勝
戦
は
5
－
3
（
田

尻
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
・
柏
崎
市
）
と
快
勝
し
、

八
月
五
日
ω
か
ら
静
岡
市
で
行
わ
れ
る
全
国

大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
「
み
ん
な
が
精
い
っ
ぱ

全国大会にむけ練習に励む青葉クラブナイン

「十日町あらかると」を発行
　　～飲食業組合連合会～

況
を
考
え
、

も
活
用
で
き
ま
す
。

ス
m
、
観
光
協
会

な
ど
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
一
冊
い
か

が
で
す
か
。
　
欝

　
飲
食
業
組
合
連
合
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
グ

ル
メ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
十
日
町
あ
ら
か
る
と
」

を
発
行
し
ま
し
た
。
食
べ
る
（
レ
ス
ト
ラ
ン
）
、

飲
む
（
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
）
憩
う
（
喫
茶
店
）
、

歩
く
（
名
所
・
旧
跡
）
、
泊
ま
る
（
宿
泊
施

設
）
な
ど
の
分
野
に
分
け
、
わ
か
り
や
す
く

ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。

　
オ
ー
ル
カ
ラ
i
、
変
形
B
五
版
七
十
二
外
，

で
二
百
八
十
八
店
を
豊
富
な
写
真
と
地
図
を

盛
り
込
み
、
　
「
自
慢
の
味
」
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
特
産
品
や
十
日
町
マ
ッ

プ
な
ど
も
付
け
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
進
む
こ
と
や
近

年
、
ス
ポ
ー
ツ
・
各
種
大
会
が
開
催
さ
れ
る
状

観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
、
市
内
外
の
利
用
者
に

　
　
　
一
冊
二
百
円
で
各
店
は
じ
め
、
ク
ロ

　
　
、
宿
泊
施
設
、
博
物
館
、
商
工
観
光
課

　　　　　　　　　　　　　　　灘

　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　繋　　　　　　　　　　　　馨

　　　　　　　　　　　、る　　　　　　　　　　カ　　　　　　　　　ゐ　　　　　　　　で　　　　　　　　醇　　　　　　　　
　　　　　　参　　　　　〆　　　　レ　　　　ン　　　ク

　　強
　饗

　θ≠

　　　　　　　　　薮
　　　　　　　　罵　　　　　　　尉簾．
　　　　　　灘
　　　　　、懸一　　　　騨

0
欝
髄
欝
庭
磨
慰
切
穀
〃
壷
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「
自
分
史
』
を
つ
づ
つ
て
若
さ
を
保
つ

　
「
大
井
田
物
語
」
を
発
刊
す
る
時
、

み
ん
な
が
な
か
な
か
文
章
を
つ
づ
る

の
が
、
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
こ

と
か
ら
公
民
館
で
「
つ
づ
り
方
教
室
」

小杉栄三さん
　（四日町2・76歳）

を
学
び
は
じ
め
た
ん
で
す
。
そ
れ
か

き
っ
か
け
で
、
し
ぼ
り
の
内
職
を
し

な
が
ら
、
頭
に
浮
か
ん
で
く
る
若
い

こ
ろ
の
思
い
出
を
断
片
的
に
チ
ラ
シ

の
余
白
に
メ
モ
る
ん
で
す
。

　
親
子
の
き
ず
な
、
男
女
の
き
ず
な

を
「
つ
ぐ
ら
・
海
・
初
恋
・
成
人
・

出
征
・
結
婚
・
再
婚
・
現
在
」
に
分

け
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。
　
「
泣
く
場

面
は
泣
い
て
」
、
　
「
笑
う
場
面
は
笑

っ
て
」
、
つ
づ
る
の
が
う
ま
く
な
る

秘
決
で
し
ょ
う
ね
。
わ
た
し
に
と
っ

て
若
さ
を
維
持
す
る
薬
な
ん
で
す
よ
。

病
後
の
人
生
は
お
ま
け
み
た
い
な
も
ん

　
う
ち
の
人
が
勤
め
て
い
る
の
で
留

守
番
を
し
な
が
ら
、
酒
や
タ
バ
コ
を

売
っ
て
い
る
ん
で
す
。
わ
た
し
の
代

わ
り
に
自
動
販
売
機
が
売
る
も
の
だ

麹柳（麻火，．㌧，話さん

か
ら
時
々
、
子
供
が
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
を
買
い
に
顔
を
の
ぞ
け
る
程
度
で

す
か
ら
楽
な
ん
で
す
。

　
今
の
ハ
イ
カ
ラ
な
計
算
機
を
使
っ

て
「
ポ
チ
ポ
チ
」
と
計
算
す
る
の
は

押
し
ま
ち
が
う
の
で
そ
ろ
ば
ん
が
一

番
で
す
ね
。
目
と
耳
が
達
者
な
ん
で

新
聞
と
読
書
が
大
好
き
な
ん
で
す
。

六
十
八
歳
の
時
、
病
気
で
死
ぬ
思
い

を
し
た
の
で
、
そ
の
後
の
人
生
は
お

ま
け
な
ん
で
す
よ
。
で
す
か
ら
元
気

な
う
ち
は
物
事
に
こ
だ
わ
ら
な
い
で

明
る
く
生
き
た
い
で
す
ね
。

6



閉じこもりがちな主婦に「歩くって最高よ」

さ
ん
は
「
快
適
な
現
代
生
活
に
甘
ん
じ
て
、

に
体
力
が
低
下
し
ま
す
か
ら
、
汗
を
か
き
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
、
満
足
感
が
得
ら

れ
ま
す
の
で
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
で
は

「
地
域
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く
り
」
を
目
ざ
し
て
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
が

　
　
　
　
　
　
　
健
康
ウ
ォ
ー
ク

　
　
六
月
二
十
七
日
ω
℃
、
第
十
四
回
食
生
活

　
改
善
推
進
委
員
協
議
会
の
総
会
が
、
や
す

　
ら
ぎ
荘
で
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は
郡
市

　
内
の
会
員
が
約
七
十
人
集
ま
り
ま
し
た
。

　
総
会
が
始
ま
る
前
に
、
あ
じ
さ
い
公
園
を

散
策
し
、
そ
の
後
、
六
箇
入
口
か
ら
羽
根

　
川
荘
ま
で
の
約
四
キ
。
を
「
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」

　
し
ま
し
た
。
食
生
活
を
中
心
と
し
た
研
修

　
の
ほ
か
、
こ
の
よ
う
な
体
を
動
か
す
計
画

　
は
初
め
て
で
、
会
員
の
ひ
と
り
山
口
一
子

　
　
　
う
か
う
か
過
ご
す
と
知
ら
ず
知
ら
ず

27
昭和50年に建立した川柳塚の前で

．
線

　　　　も　ン　ザ

大きな声で部齢

動癒
　Nα49

十
日
町
川
柳
研
究
社

連
絡
先
H
西
郷
道
子
さ
ん

（
舞
町
3
8
4
1
）

　
川
柳
は
江
戸
時
代
か
ら
の
伝
統
を
誇

り
、
新
聞
の
文
芸
欄
で
お
な
じ
み
の
一

つ
で
す
。
こ
の
川
柳
を
愛
す
る
人
た
ち

が
仲
間
づ
く
り
を
し
て
三
十
五
年
に
な

る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
会
の
例
会
は
毎
月

七
日
（
水
月
寺
）
、
昭
和
四
十
六
年
に

句
集
「
川
柳
生
一
本
」
を
、
昭
和
五
十

年
に
「
し
ら
ゆ
き
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　
「
何
か
一
つ
の
趣
味
を
持
と
う
と
始

め
た
わ
け
で
す
が
、
今
で
は
川
柳
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

り
が
毎
日
の
生
活
に
す
っ
か
り
染
み
込

ん
で
い
ま
す
。
四
、
五
人
で
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
の
会
も
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
増

え
て
い
ま
す
」
と
西
郷
さ
ん
は
成
長
し

た
会
に
つ
い
て
こ
う
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
句
会
に
は
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

「
宿
題
」
の
批
評
や
「
席
題
」
作
り
に

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
川
柳
は
何
も
お
年
寄
り
が
行
う
も

の
で
は
な
く
、
普
段
の
生
活
の
中
か
ら

生
み
出
せ
る
も
の
で
す
。
私
た
ち
に
と

っ
て
ま
さ
に
作
品
一
つ
一
つ
が
、
我
が

子
の
よ
う
に
か
わ
い
い
ん
で
す
よ
」
と

熱
っ
ぽ
く
付
け
加
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ご
そ

　
作
品
の
発
表
を
通
じ
て
創
造
の
厳
か

さ
や
喜
び
を
味
わ
お
う
と
呼
び
か
け
合

っ
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
八

十
四
歳
を
超
え
た
お
年
寄
り
を
は
じ
め
、

主
婦
な
ど
が
参
加
し
、
五
・
七
・
五
の

リ
ズ
ム
で
友
好
を
深
め
て
い
ま
す
。

慰安旅行も楽しみのひとつ

　
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
行
事
に
挑
む

　
「
東
部
グ
ル
ー
プ
（
東
部
青
年
団
）
」

は
、
細
尾
部
落
、
大
池
部
落
の
若
者
が

集
ま
っ
て
、
今
か
ら
十
五
年
ほ
ど
前
に

発
足
し
ま
し
た
。
現
在
、
会
員
は
二
十

一
名
。
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

十
八
歳
か
ら
三
十
一
歳
ま
で
の
若
い
グ

ル
ー
プ
で
す
。
最
近
は
、
女
性
の
会
員

も
多
く
な
り
、
ま
す
ま
す
意
気
盛
ん
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
年
間
の
主
な
行
事
を
紹
介
し
ま
す
と
、

毎
月
五
日
に
細
尾
集
会
所
で
開
い
て
い

る
定
例
会
　
七
月
の
地
区
体
育
祭
、
八

月
の
夏
ま
つ
り
と
キ
ャ
ン
プ
、
十
一
月

の
慰
安
旅
行
な
ど
で
す
。
昨
年
行
わ
れ

た
地
区
体
育
祭
で
は
、
選
手
集
め
や
練

習
・
応
援
に
と
汗
を
流
し
ま
し
た
。
子

供
か
ら
老
人
ま
で
た
い
へ
ん
頑
張
り
八

位
・
二
七
点
の
得
点
を
初
め
て
獲
得
し

ま
し
た
。
小
部
落
の
選
手
団
で
す
が
、

一
丸
と
な
っ
て
や
っ
た
練
習
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。
今
年

も
去
年
の
成
績
を
目
ざ
し
て
気
勢
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
八
月
二
十
六
・
二
十
七
日

の
夏
ま
つ
り
に
は
「
祭
友
会
」
と
一
緒

に
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
夜
店
や
子
供
み

こ
し
を
や
り
、
部
落
の
皆
さ
ん
に
喜
ん

で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
が
若
い
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
が
大

好
き
で
す
。
今
は
脱
会
し
ま
し
た
が
、

水
沢
地
区
連
合
青
年
団
主
催
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
で
は
優
勝
を
四
回
、
駅
伝

大
会
で
は
準
優
勝
と
輝
か
し
い
成
績
を

納
め
ま
し
た
。
大
き
な
部
落
に
対
抗
す

る
に
は
、
練
習
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
必

要
、
そ
れ
が
実
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
定
例
会
で
は
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
な

が
ら
会
の
運
営
や
行
事
の
計
画
を
話
し

合
い
ま
す
。
時
に
は
、
リ
ゾ
ー
ト
や
米

の
問
題
も
話
題
に
な
り
ま
す
。
地
域
の

活
性
化
も
我
々
が
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
地
域
の
た
め
に
な
る
よ
う

な
自
覚
も
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。
会
員

の
融
和
を
図
る
た
め
、
若
い
人
が
参
加

し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
力
し
、

グ
ル
ー
プ
の
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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庵と1層．

　　　　　　、

消費税のしくみ
　　　消費税が実施されて3

　　　ヵ月過ぎました。消費税

による便乗値上げがあるのでし

ょうか。また、免税業者でも値

上げしていいのでしょうか。消

費税の表示はどんな方法ですか。

消費税のしくみについておたず

ねします。

　　半戸　ゆかりさん（北新田2）

、
1ノ

．

●

　　　便乗値上げは監視します

　　　商品やサービスの価格は、需要と供給のバラン

スで決まります。したがって、消費税の導入された以降、

ある商品やサービスの価格が3％を超えて上がったから

といって、一概に便乗値上げであるといえません。生鮮

食品のように天候などによって値段が大きく変動するも

のもあります。また鉄道の運賃のように、事務負担、取

引慣行などを考慮して10円単位で端数処理を行う関係か

ρ）、ある運賃については据え置きとなる反面、ある運賃

については3％を超える値上げとなるものもあります。

事業全体での税率がおおむね3％になる以上、便乗値上

げになるわけではありません。しかし、消費税相当分を

1
●

、●

わたしたちの

　六箇小学校
（夏井　允照校長：児童数52名）

6年徳永武志くん

　　　広いグラウンドに負けない六箇の子

　
ぼ
く
た
ち
の
学
校
自
ま
ん
は
、
ま
ず

何
と
い
っ
て
も
新
し
い
校
舎
が
昭
和
六

十
一
年
に
完
成
し
て
、
広
い
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
昨
年
よ
く
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
そ
こ
で
運
動
会
を
や
り
ま

し
た
。
と
て
も
広
々
と
し
た
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
み
ん
な
力
い
っ
ぱ
い
走
っ
た
り
、

な
か
よ
く
ダ
ン
ス
を
し
た
り
、
応
え
ん

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
っ
て
毎
日

十
五
分
間
、
伸
び
伸
び
と
運
動
を
や
っ

て
い
ま
す
。
ダ
ッ
シ
ュ
、
な
わ
と
び
、

ハ
ー
ド
ル
、
幅
と
び
、
平
均
台
、
鉄
棒

な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
サ
ー
キ
ッ
ト
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
何
周
で

き
る
か
競
争
し
て
い
ま
す
。

超える値上げが行われたり、安くなるはずの商品が値下

げしないというような便乗値上げが心配されます。これ

に対して、便乗値上げが行われないように物価モニター

や巡回調査の強化により監視します。

免税業者（年間課税売上3，000万円以下）の転嫁は

　免税業者などの制度は、零細な事業者の方々が消費税

を納めるようにすると、かえって事務負担が大きくな1）

そのため、コストが価格にはねかえって消費者の負担に

つながるということから設けられた制度です。免税業者

も仕入や運送賃などに含まれる消費税分を負担している

ため、その分を値上げしないと利益が減ってしまいます。

　したがって、本体価格の3％を消費税額分として転嫁

することも差し支えありません。

消費税の転嫁と表示は

　消費税を税務署に納めるのは、製造・卸・小売・サー

ビスなどの各事業者です。事業者は、各流通段階で価格

に消費税をかけ、それぞれの段階での事業者が納税する

ことになり、最終的に消費者が負担することになります。

この価格への上乗せを、消費税の転嫁と言います。

　具体的な消費税の転嫁の方法

①消費税導入（平成元年4月1日）前の価格に消費税分

　を上乗せする方法

②容量・数量などを調整し、税込みで販売しやすい価格

　とする方法

　消費税の表示については、請求書や正札に販売価格と

消費税額が別々に表示されている場合は、税額がはっき

りわかることになります。税込み価額（内税方式）で表

示されている場合は、基本的には、その価格の3五〇3が税

額となります。スーパーやデパートなどでは、店頭の表

示価格を消費税抜きの価格としてレジで一括して3％を

上乗せする方法（外税方式）がとられています。

■問い合わせ　十日町税務署（盈52－3181）へ。

　この欄「声」では、皆さんのところにお

伺いして市役所の仕事などでわからないこ

とや疑問点について担当課でお答えします。

　また、係では近所の話題、市に対する提

言、こ意見も受け付けていますのでこ連絡

ください。

囹連絡先／総務課文書広報係
　　（盈57－3111内線213・214）へ。
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　　材料
　くるまふ

・車麩…4個・片栗粉…適宜・油

…適宜・コマ＼さんしようの葉…

少々

登ヲレ＞・しょう油…％カップ・

砂糟…％カップ・みりん…翅カッ

プ・酒￥水…少々

中沢美代子さん

（馨言喜⊥25叩警）

　
お
茶
う
け
に
も
ど
う
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
友
達
が
遊
び
に
来
た
時
、
以
前
に
お

　

ば
か
ら
教
わ
っ
た
車
麩
の
甘
か
ら
揚
げ

を
作
っ
た
と
こ
ろ
、
と
て
も
好
評
だ
っ

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
麩
は
栄
養
が
あ

る
し
、
作
り
方
は
簡
単
な
の
で
、
子
供

の
お
や
つ
に
も
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。
ぜ
ひ

試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〈
作
り
方
〉
①
車
麩
は
、
水
で
十
分
も

ど
し
て
お
く
。

②
手
の
ひ
ら
で
絞
る
よ
う
に
水
切
り
し
、

ふ
き
ん
で
水
気
を
ふ
き
と
る
。

③
各
々
を
六
つ
に
切
る
。

④
片
栗
粉
を
ま
ぶ
し
、
か
ら
揚
げ
の
要

領
で
揚
げ
る
。
（
さ
ん
し
ょ
う
の
葉
も
、

最
後
に
揚
げ
て
お
く
）

　
　

⑤
タ
レ
を
か
ら
め
る
．

⑥
器
に
盛
り
、
ゴ
マ
を
か
け
、
さ
ん
し
ょ

う
の
葉
を
添
え
、
ア
ツ
ア
ツ
を
ど
う
ぞ
〃
”

　
※
タ
レ
の
作
り
方

　
各
々
の
分
量
を
な
べ
に
入
れ
、
し
ゃ

も
じ
で
軽
く
か
き
混
ぜ
て
火
に
か
け
、

煮
立
っ
た
ら
弱
火
に
し
、
少
し
煮
て
か

ら
火
を
止
め
る
。
　
（
好
み
に
よ
り
、
分

量
を
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。
）

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
、
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　　　　（§力齊）

春日　大地くん

広・靖子さん長男

　（吉田山谷）

　新しくなった吉田保育園に通っているんだよ。拓朗

君と勇希君とターボレンジャーで遊んでいるんだ。ぽ

くがレッドターボになるんだよ。小学生になったら野

球をやるんだ。新座のおじさんに野球を教えてもらっ

ているんだよ。野菜もいっぱい食べる良い子だよ。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　子うさぎをホールで遊
ばせたんだ。雨が降って

きて、うさぎさんが逃げ
ているところなんだ。

　迷子になった山ばとが
えさを食べているところ

なの。はとの顔がとても
むずかしかったの。
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広いグラウンドでの運動会

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
わ
き
に
は
池
が
あ
り

ま
す
。
中
に
は
こ
い
が
、
元
気
よ
く
泳

い
で
い
ま
す
。
昨
年
P
T
A
の
人
た
ち

が
何
日
間
も
か
け
て
作
っ
て
く
れ
た
も

の
で
、
大
き
な
石
が
し
っ
か
り
と
組
ま

業間運動で体力づくりに励んでいます

れ
た
立
派
な
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
ぼ
く
が
一
番
期
待
し
て
い

る
の
は
、
今
、
作
ら
れ
て
い
る
体
力
づ

く
り
の
遊
具
で
す
。
　
「
タ
イ
ヤ
と
び
」

「
し
し
落
と
し
」
　
「
タ
イ
ヤ
塔
」
　
「
逆

さ
ま
渡
り
」
　
「
ら
ん
く
い
」
　
「
丸
太
の

ぼ
り
」
と
い
っ
た
名
前
の
施
設
が
で
き

る
そ
う
で
す
。

P　T　A作業による遊具づくり

　
毎
日
、
P
T
A
の
人
た
ち
が
来
て
、

作
業
を
し
て
い
る
の
を
、
み
ん
な
は
「
ど

ん
な
の
が
で
き
る
の
か
な
あ
」
と
楽
し

み
に
し
て
教
室
の
窓
や
近
く
で
見
て
い

ま
す
。
ぼ
く
は
、
一
日
も
早
く
こ
の
遊

具
が
で
き
あ
が
っ
て
、
体
力
づ
く
り
を

し
て
み
た
い
な
あ
と
わ
く
わ
く
し
て
い

ま
す
。

　
ぼ
く
た
ち
は
、
こ
の
新
し
い
校
舎
と

広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
負
け
な
い
よ
う
に

勉
強
や
委
員
会
活
動
、
運
動
に
毎
日
、

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

9とおガ夢3平成元年7月10日



旛殺所傑盈57一一3望泌遜侮覗8報麗艦灘誰擁

進出企業フェア
　十日町地域進出企業連絡協議会・

十日町市および十日町公共職業安定

所では、進出企業の仕事や製品を紹

介する進出企業フェアを開きます。

　来春高校などを卒業する人や家族

の皆さんの参加をお待ちしています。

■と　き　7月14日㈲午前10時～午

　後7時

■ところ　クロス10（本町6）

■問い合わせ　商工観光課（盈内線

230・231）または十日町公共職業安定

所（盈57－2407）へ。

　　ミ㌧乎か’がですか

　　新潟県史
　新潟県が、立県百年の言己念事業と

して、昭和51年度から編さんを進め

ている「新潟県史」は37巻のうち、

資料編24巻、通史編9巻、別編3巻、

合わせて36巻を刊行いたしました。

　新潟県の歩みを知る貴重な資料で

す。多くの皆さんの御購読をお願い

します。

■価　格　　（分売可・送料別）

　通史編1～9　3，600円～3，700円

　資料編1～24　3，600円～5，500円

　別編3　人物編　4，800円

　別編1　年表・索引　3，700円

　別編2　資料所在目録　4，400円

■申し込み

　官製はがきに住所、氏名、購入巻

　名、冊数、公私用別、電話番号を

　記入し県総務部県史編さん室（〒

　950新潟市新光町4－1盈025－

　285－5511内線2101）へ。

　　　　　　原水爆禁止十日町市民大会

　　　　　■とき　8月6日（日）午前8時～8時30分
　　　　　■ところ　市民会館ホール

　昨年8月6日「核兵器廃絶平和都市宣言」を行いました。これを記念し、市

民とともに平和を考える「平和週間」、を制定しました。核兵器廃絶や世界平和

は、市民の願いです。この大会のほか次の行事を開きます。

①親子映写会　（無料）

期日 会　　　場 時間 映　　　　　　画

8／1（幻 川治公民館大集会室

午後

7時30分

　～

8時40分

「ひろしまのエノキ」

　アニメーション（カラー）24分

「ヒロシマのうた」

　アニメーション（カラー）11分

「お母さんは太陽」

　　　劇映画　（カラー）30分

8／3休） 下条公民館大集会室

8／7（月） 繊労会館ホール
8／8（過 水沢公民館大集会室

8／9㈲ 吉田公民館宿泊研修室

8／10休〉 中条公民館大集会室

会
き
分
ろ
画
料
円

画
　
4
5
こ
　
場
0

映
と
時
と
映
入
m

②
■
　
■
■
■

8月6日（日）午後7時～8

市民会館ホール

「白旗の少女一琉子」

大人500円、小・中学生

③「広島市民が描いた原爆の絵展』

■と　き　8月4日（金）・5日（土）・6

　日（日）

■ところ　田倉3階展示場（本町2）

■問い合わせ　総務課総務管理係

　（智内線212・217）へ。

参加しませんか

水生生物による水質調査

　六日町保健所では、河川愛護と水

質浄化の普及と啓発を図るため水生

生物による水質調査を行います。

■と　き　7月28日㈹午前8時30分

　～午後2時45分（午後8時30分六

　日町役場集合）

■ところ　南魚沼郡塩沢町登川流域

　第一調査地点登川橋

　第二調査地点清水柄沢橋堰堤上流

■申し込み　中学校の理科クラブな

　どのグループと一般で、7月15日

　（i二）までに六日町保健所（盈0257－

　72－2457）へ。

　　　　　　　　「企業PRビデオ』参加企業募集

　企業の活性化には若い労働力が必要です。新しい企業戦力となる優秀な若者

の雇用を促進するために、企業の概要や業務の内容を知ってもらうビデオを制

作します。企業のP　R事業としてご利用ください。

■タイトル　「あなたを待っている十日町市の企業」

■構　　成　企業の沿革・業務の概要・仕事の内容・先輩のひと言などで構成

　します。1企業分7～8分の編集予定

■利用方法　郡市内4高等学校および十日町職業安定所に配布し、就職相談の

　資料とする。市にマスターテープを置き、一般の利用にも応じます。

■募集企業　市内に事務所・工場・店舗を持つ事業所

■撮影・編集　専門の業者に委託し、完成は8月下旬の予定

■納　　品　参加企業には、企業分の抜粋テー・プを納品

■経　　費参加企業は1社50，000円の負担となります。（負担金は納品後）

■申し込み　7月20日休）までに商工観光課（盈内線230・231）へ。先着7企

　業で締め切ります。

ろ
午
料
催

こ
正
加

と
～
参
主

■
　
　
　
■
　
■

　　　　　　雛　　　ミス十日町雪まつり

騰v響鞠購欄
7月23日（日）

あじさい公園／午前10時

弁天池／午後1時～3時

無料

十日町市観光協会・全日

本写真連盟十日町支部

ユ0
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第39回新潟県勤労者美術展

中越地区作品募集
　勤労者が余暇を利用して創作した

作品を展示し、美術を通して明るい

職場づくりを図るため、次のとおり

美術展が開かれます。

■と　き　9月8日㈹～10日（日）

■ところ　長岡市厚生会館

■部門日本画、洋画、彫塑、工

　芸、書道、写真の6部門（各部門

　とも1人2点以内で、未発表のも

　のに限ります）

■応募資格　中越地区の事業所など

　に勤務する人

■審　査　すべての作品を審査し展

　示します。入選作品は中央展（県

　美術博物館）へ出品します。

■申し込み　8月31日（木）～9月2日

　（土）の間に勤労青少年ホーム（盈57

　－8918）へ。

到郷虚に広貯よう．献血の輪％
物1111111◆愛の血液助け合い運動7／1～31日◆IllII、・ド

①爵込勢＿ド記入②血液比重等検査

　　　200m2献血

●年齢／満16歳～満64歳

●体重／男子は45kg、女子は40kgを

　超える人

献血ありがとうございました。

　昭和63年度の献血者数は、十日町

市で3，300人（男子2，116人、女性

1，184人）です。人口100人当たり

7人の人から献血にご協力をいただ

きました。献血者数は、前年度に比

べて62人、率では1．9％減少しました。

　ご協力ありがとうございました。

　　　　　　　　　　↑
　　　　　　　　　　包

一」ゆ　ゆ臨
③隔霊轟蕪3　④採血　　⑤休憩

　　　　　　　　400m2献血

　　　　●年齢／満18歳～満64歳

　　　　●体重／男・女とも50kgを超える人

エイズや肝炎の心配は無用

　献血時に使用する注射や血液バッ

クは1人ずつ取り換えますので、献

血によりエイズや肝炎などに感染す

ることは絶対にありません。

　科学が進歩した今日でも、血液は

人工的につくることができないもの

です。病気やケガと闘っている人た

ちのために、ご協力ください。

道路標識意見箱（標識BOX）

　　　　が開設されました。

　県では、道路標識について利用者

の意見を求める機会が少なかったこ

とや整合のとれていない道路標識が

設置されるケースがあったことなど

を改めるために、道路利用者の意見

を聞く「標識BOX」を設けました。

　「標識がこわれていて見にくい」・

「目標地の表示がおかしい」・「距

離の表示がおかしい」などの標識が

ありましたら、あなたの意見を「標

　　　　　　　　　　　の識BOX」にお寄せください。

　リーフレットおよびハガキは、県

総合庁舎窓口・市民課窓口にありま

す。

■問い合わせ　県警察本部交通規制

　課（盈025－247－6151）または新潟国

　道工事事務所（盈025－284－3131）へ。

法人事業所で働く人は

健保と厚年の加入を1

　健康保険および厚生年金保険の適

用については、5人以上の特定の業

種の事業所などで働く人に限られて

いましたが、昭和61年4月から適用

範囲の拡大が段階的に行われて、昭

和63年4月からは、法人の事業所で
　　　　　　　　　　　　　　　

働く人はすべて健康保険および厚生

年金保険に加入することが義務づけ

られました。

■加入の手続き

　　健康保険および厚生年金保険の

　加入の手続きは事業主が行います。

　事業主は、事業所の所在地を管轄

　する社会保険事務所に新規適用届

　書などを提出することになります。

■問い合わせ　長岡社会保険事務所

　（長岡市台町2盈0258－36－5141）へ。

警察官（高校卒）募集

　県では、男子警察官を募集してい

ます。

■採用予定日　平成2年4月1日

■受付期間　9月8日㈹まで。

■受験資格　昭和37年4月2日から

昭和47年4月1日までに生まれた

　男子で、高校卒業程度の学力を有

する者。ただし、学校教育法によ

　る大学（短期大学を除く）を卒業

　した人、または平成2年3月31日

　までに卒業見込みの人を除く。

■試験日・会場く第1次試験＞9月

24日（日）新潟市・長岡市・上越市・

新発田市〈第2次試験＞11月上旬

新潟市

■申し込み　十日町警察署（盈52－

3171）か最寄りの駐在所、派出所

へ
。 受験用紙もあります。

人で通勤可能な人

■受講料　9，000円（食事、布団、

　テキスト代など一切を含む）

■定員70名で締め切ります。

　までは平常勤務ができます。

　　　　記念講演会

■と　き　8月7日（月）午後7時～
　　　　さかの　かつのり
■講師境野勝悟氏

ヱユとおガ夢3 平成元年7月10日
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ご参加ください一施設見学会が始まります

　とおかまちをより多く知っていただこうと今年も施設見学会を行います。四

つのモデルコースを計画しました。多くの皆さんの参加をお待ちしています。

Aコース　　（文化財を中心に見学）／7月27日（木）・8月7日（月）

積翠荘～鉢の石仏～姿箭放神社大ケヤキ～あじさい公園～クロス10～神宮寺～

大井田城跡～陸上競技場～下条中央公園～博物館

Bコース　　（公共施設を中心に見学）／7月28日㈹・8月10日（木）

卸売市場～身障者センター～衛生センター～博物館・総合体育館～クロス10～

下水処理センター～神宮寺～陸上競技場～下条中央公園～三好園

Cコース　　（企業を中心に見学）／8月2日㈱・9日㈱

卸売市場～織物会社～㈱ジャパンクラフト～㈱ジャルコ～羽根川荘～塩之又森

林公園～スカイライン～あじさい公園～大池・ミティラー美術館

Dコース　　（リゾート重点地域を中心に見学）／8月3日（木）・11日㈹

珠川～当間スキー場～スカイライン～塩之又森林公園～羽根川荘～博物館～総

合体育館～下水処理センター～三好園

■見学時間　午前9時～午後4時（午前8時45分市役所集合）

■参加費　150円（保険料ほか）申し込み時に徴収、昼食は各自負担

■申し込み　7月14日㈹までに総務課文書広報係（費内線213・214）へ。

■その他　天候などにより、コースを変更する場合があります。

国民健康保険

唖醗料率決定
　平成元年度分の国民健康保険料率

が、次のとおり決定しました。

　　　　（　）内は昭和63年度

■所得割　　3．89％　（4．31％）

■資産割　42．2％　（45．4％）

■被保険者均等割　　17，200円

　　　　　　　　（17，200円）

■世帯別平等割　　　20，100円

　　　　　　　　（20，900円）

◎納　期

　国民健康保険料の納期は8期

　で、平成元年7月から平成2

　年2月までの毎月となります。

　忘れないで納付しましょう。

　危険物取扱者
　　　　　　保安講習会

■と　き　8月29日（幻午後1時～4

　　　　時
■ところ　クロス10（本町6）

■対象者　①危険物の取扱作業に従

事することになった日から1年以

内の人　②昭和62年5月1日以後

　は受講期間が5年から3年に短縮

　されました。ただし昭和62年5月

　1日以前に講習または免状の交付

　を受けている人は、従来どおり5

年以内に受講してください。（受

講後、次の受講期間は3年以内と

　なります。）

■申し込み　7月13日㈲～20日（木）ま

　でに十日町地域消防本部予防課

　（盈57－1555）へ。

津南高校開放講座

初心者ワープロ講座

　初めてワープロやパソコンを使用

する人を対象に講座を開きます。

■と　き　9月5日（火）～10月24日（火）

　までの週2回（火曜・木曜）で午

　　麦7日寺～9日寺

■ところ　県立津南高等学校

■定　員　60名（多数の場合抽選）

■参加費　2，500円（教材費ほか）

■申し込み　8月5日（土）までに郵便

　ハガキ（住所・氏名・年齢・職業）

　で津南高校（盈65－2062）へ。

市民プールがオープン

■開場時間　7月8日（土）～8月12日

（土）／午前9時～午後7時

　8月13日（日）～8月31日休）／午前9

時～午後6時

入場券 一般・高校 小・中学生 幼　児

1回券 200円 100円 50円

11回券
2，000円 1，000円 500円
市民プール、総合体育館で販売します

※幼児・小学生が入場する場合は、

保護者同伴でお願いします。

　　～おだまき山の会～

英イ犀ング『会津・駒ケ岳』

■と　き　　7月29日（土）・30日（日）

■定　員　30名

■参加費　5，000円（中学生以下は

　3，000円）

■説明会　7月20日（木）午後7時30分

　十日町市公民館（学校町1）

■申し込み　総合体育館（智52－43

　77）または十日町市公民館（智57

　－5011）へ。30名で締め切り。

第1回中魚沼郡・十日町市

社会福祉大会
　「明るく健康で活力ある福祉のま

ち」をつくるための大会を開きます。

■と　き　7月26日（水）午後1時～4

　　　　時
■ところ　川西町立千手小学校

■内　容　①式典　②実践発表

③記念講演　「いのちと福祉」

講師　田宮　仁氏（仏教大学・大

正大学講師）

■問い合わせ　社会福祉事務所福祉

係（盈内線134・135）へ。

　●●◆D●◆●●一●●◆●●◆●○◆●●◆●●◆

　「ラジオ体操』出前指導

　一体育指導委員が引き受けます一
　

1夏休み中に、町内や学校で希望が

ありましたら2週間前に申し込みを。

■申し込み　総合体育館（智52－43

巴』ン＿＿＿

「相続と遺雷』講演会

　新潟地方法務局長岡支局と長岡人

権擁護委員協議会では、市内の婦人

を対象に講演会を開きます。

■と　き　7月25日（幻午後1時30分

　～3時30分

■ところ　十日町市公民館

■内容「相続と遺言」について

　映写および講演

■講　師　水野　秋一氏（新潟地方

　法務局長岡支局長）

■問い合わせ　市民課市民係（盈内

　線143・147）へ。

ユ2



簾殺所は盈57－3111‘〒948チ歳町3－3クです

α作業停電
東北電力㈱十日町営業所盈52－3107

■7月24日（月）午後1時30分～3時30

　分／上新田1・2・3の各一部

　　心の健康相談

　ノイローゼ気味で眠れないなどの

悩みをお持ちの人は、お気軽におい

でください。

■と　き　7月25日（火》午後1時30分

　～3時。

■ところ　十日町保健所

■担当医　石田医師（五日町病院長）

■問い合わせ　十日町保健所（盈57

　－2400）または保健衛生課保健衛

　生係（盈内線138）へ。

　　断酒のつどい
　一人ではやめられない酒を、仲間

で励まし合って断酒道に励んでいる

会です。お気軽においでください。

■と　き　7月28日㈹午後1時30分

　～3時。

■ところ　十日町保健所

■問い合わせ　十日町保健所（盈57

　－2400）または保健衛生課保健衛

　生係（智内線138）へ。

　　ご利用ください　勤労者の皆さんに融資

新潟県労働者信用基金協会の保障で労働金庫から融資が受けられます。

■問い合わせ　商工観光課（盈内線230・231）または労働金庫十日町支店（盈57

　－8300）へ。

　〈無担保〉

種　類 用　　　　　途 融資額 期　間 金　利

暮らしの
ロ　　ー　　ン

住宅・物資購入・教育・

冠婚葬祭・レジャー資金等

500万円

以　　内
lO年以内 年

⑭ 9．80％

教育ローン 教　　育　　資　　金
500万円

以　　内
10年以内 ⑭8．00％

マイカー
ロ　　ー　　ン

自　動　車　購　入
500万円

以　　内
10年以内 ⑭8．80％

リフォーム

ロ　　ー　　ン

住まいのリフォーム全般
に関する資金、増改築・
改装・門塀・車庫・造園・

バストイレの改良等

500万円

以　　内
15年以内

⑳
7
． 20％

～7．50％

〈不動産担保〉

住宅ローン
新築・増改築・土地・家

屋購入

3，000万円

以　　　内
30年以内

年
⑭6，35％一6．75％

㊧5．65％

暮らしの
ロ　　ー　　ン

住宅・物資購入・教育・

冠婚葬祭・レジャー資金等

3，000万円

以　　　内
30年以内

⑭7，35％一7．75％

㊧6，65％

災害ローン 災　　害　　資　　金
3，000万円

以　　　内
30年以内

⑭6，10％一6，50％

㊧5，40％

一
一 褻通安全キャンペー一ン

囹寝不足、過労運転に注意！

　夏の暑さやレジャ

ーなどの疲労による
　　　　　　　　　　　トペ　　　バ交通事故が多発する　　、・滋一・一

時期です。睡眠をじ　　　疲潟

ゆうぶんとり安全運
　　　　　　　　　　　　レ、転をいたしましょう。　？．

嚢
熱

6月中の交通事故発生状況Oは累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
平成元年 17（83） 17（89） 2（5）

昭和63年 13（52） 17（62） O（2）

川西町
津南町
中里村

平成元年 10（46） 12（54） 1（3）

昭和63年 6（23） 6（33） 0（1）

計
平成元年 27（129） 29（143） 3（8）

昭和63年 19（75） 23（95） O（3）

韓霧安全確認を怠り衝突
　　　　6月25日（日）午後1時50分ごろ、

稲荷町3丁目地内の市道で、40歳男子の

運転する普通乗用車と中学1年生が乗っ

た自転車が衝突し、中学生が頭にケガを

しました。夏休み期間中は、子供の飛び

出し事故が多発しますので注意しましょう。

　
法

　
方
す

　
算
ま

　
†
し

　
－
目
ロ

　
得
め

　
所
勧

　
の
お

　
菜
を

型
野
告

　

斜
売
申

麟
販
色

鴎
地
青

型
露

利金定固㊨
司
調
」
－

　露地販売野菜が平成元年産より収入金額課税になることを市報（6

月10日号）でお知らせしました。今回は、10a当たり標準と収入金額

による所得計算の違いについてお知らせします。

昭和63年産まで　10a当たり標準×面積一所得

　　　　　　　　　　　①
平成元年産より（収入金額×仮定所得率）一（10a当たり一定

　　　　　②
　　　経費×耕作面積）一所得　（①一②一所得）

　したがって、販売収入が多ければ所得も高くな1）ますし、病虫害などで

販売収入が少なければ所得も低くなります。その意味では、一層実態

に即した方法と言えます。収益を高めるために、収入と経費を記帳し

て申告する青色申告をお勧めします。

■問い合わせ　税務課市民税係（盈内線116）または税務署（盈52－

　3181）へ。

　水難事故防止一信濃川の増水にこ注意

　夏を迎え、水による事故が多くなる季節とな1）ました。J　R信濃川

発電所では、水難事故防止のため、宮中取水ダムから小千谷発電所ま

での信濃川沿いに警報用サイレン・スピーカーを設置しています。ダ

ムから放流するときに警報を鳴らしますので、早めに退避してくださ

い。次のようなときは増水が早いので十分注意してください。

1》台風などによる集中豪雨で川が増水し、ダムから放流するとき。

1＞発電所の設備が故障し、浅河原の調整池から放流するとき。

　子供の川遊びは、たいへん危険です。見かけたら、一声注意してください。

ユ3と・あ｝カ1夢3平成元年7月10日 水沢地区ラジオ体操千人集会

7月25日（火）午前6時10分集合

■ところ　水沢小学梗ブラウンド
■内　容　①開会式②ラジオ体操
③ジョギンノブ（午前7時まで）
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⑳

　
　
　
⑳　市史編さん室

　　　　／■二杉一穿
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4診／〆

戊辰戦争と

　　妻有の教育文化

　
妻
有
郷
が
教
育
文
化
の
夜
明
け
を

迎
え
て
い
た
明
治
の
初
め
、
各
村
々

に
は
相
次
い
で
小
学
校
が
設
置
さ
れ

い
く
つ
か
の
学
塾
が
開
設
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
き
ょ
う
べ
ん
　
　
と

こ
れ
ら
の
教
育
施
設
で
教
鞭
を
執
り
、

き
ょ
う
と
う

郷
党
の
子
弟
の
指
導
に
当
た
っ
た
教

師
の
数
も
増
え
て
い
く
が
、
そ
の
中

で
特
に
長
岡
方
面
か
ら
や
っ
て
き
た

人
た
ち
の
姿
が
目
に
つ
く
。

　
十
日
町
校
の
高
橋
慎
五
郎
（
長
岡

藩
士
、
旧
姓
長
沢
）
と
茂
一
郎
父
子

に
つ
い
て
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

ほ
か
に
は
次
の
人
々
が
い
る
。

　
外
丸
校
の
山
口
深
造
と
馬
場
校
の

竹
垣
金
五
郎
は
、
と
も
に
長
岡
漢
学

　
　
く
　
ギ
マ
つ
　
し

校
の
句
読
師
（
教
師
の
こ
と
）
と
し

て
の
経
験
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
旧
倉

俣
村
の
重
地
に
お
い
て
塾
を
開
き
、

後
に
、
倉
俣
村
長
に
な
っ
た
鈴
木
寛

隆
は
、
長
岡
藩
士
中
島
半
太
夫
の
次

男
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
指
導
者
た
ち
の
経
歴
を
調

べ
て
み
る
と
、
な
ん
ら
か
の
形
で
戊

辰
戦
争
（
慶
応
四
年
）
を
ひ
と
つ
の
契

機
と
し
て
、
妻
有
の
地
へ
移
住
し
て

き
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
さ
い

　
ま
た
、
馬
場
校
の
初
代
主
宰
教
師

で
あ
り
、
妻
有
地
方
の
文
化
活
動
の

原
動
力
と
な
っ
た
詩
人
、
丸
山
退
三

も
、
戊
辰
戦
争
と
の
関
係
は
と
も
か

く
と
し
て
、
そ
の
出
身
は
現
在
の
長

岡
市
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
何
か
の
縁

と
い
え
よ
う
。

　
越
後
に
お
け
る
歴
史
的
戦
乱
で
あ

っ
た
戊
辰
戦
争
は
、
考
え
て
み
る
と

わ
が
妻
有
郷
に
対
し
て
は
、
す
ば
ら

し
い
教
育
文
化
の
指
導
者
を
も
た
ら

す
と
い
う
結
果
を
生
ん
だ
こ
と
に
な

る
。　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら

に
考
察
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

顎

丸山退三の詩碑（水沢八幡社）

一55一

お
茶
栽
培
を
は
じ
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
十
五
年

　
　
　
柳
　
　
一
徳
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
高
島
2
・
7
2
歳
）

　
「
十
五
、
六
年
前
に
な
る
で
し
ょ

う
か
。
静
岡
の
親
せ
き
か
ら
『
お
茶

の
木
』
を
送
っ
て
い
た
だ
い
て
栽
培

し
た
の
が
、
き
っ
か
け
で
す
」
と
柳

さ
ん
。
田
ん
ぼ
と
田
ん
ぼ
の
間
に
は
、

高
さ
八
O
弛
．
ほ
ど
の
緑
色
の
お
茶
が

ズ
ラ
リ
と
並
ん
で
い
ま
す
。
五
月
ご

ろ
か
ら
三
、
四
〇
日
間
隔
で
収
獲
し
、

一
番
茶
、
二
番
茶
、
三
番
茶
を
楽
し

ん
で
い
る
と
か
。

　
「
家
族
み
ん
な
が
自
家
製
の
お
茶

を
あ
り
が
た
が
っ
て
く
れ
て
の
う
。

そ
れ
で
も
茶
筒
に
三
、
四
本
ぐ
ら
い

取
れ
ま
す
か
。
雪
に
も
強
く
、
囲
い

も
必
要
な
く
、
高
さ
を
そ
ろ
え
た
り
、

肥
料
を
く
れ
る
程
度
で
す
か
ら
、
手

間
は
か
か
り
ま
せ
ん
」
と
、
も
っ
ぱ

ら
お
茶
栽
培
に
つ
ぎ
込
む
情
熱
が
う

か
が
わ
れ
ま
す
。
後
は
奥
さ
ん
が
摘

ん
で
く
れ
た
若
葉
を
発
酵
さ
せ
ず
に

鮮
や
か
な
緑
を
保
つ
た
め
、
強
い
蒸

気
で
も
み
な
が
ら
乾
燥
さ
せ
る
そ
う

で
す
。

　
「
心
に
潤
い
を
持
た
せ
る
の
に
は
、

お
茶
栽
培
が
一
番
。
の
ん
び
り
と
マ

イ
ペ
ー
ス
で
楽
し
む
こ
と
で
す
」
と

言
い
な
が
ら
焼
物
も
楽
し
む
多
趣
味

で
働
き
手
の
柳
さ
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊
の
本
を
読

　
　
　
　
　
・
．
　
　
み
終
わ
っ
た
後
、

　
　
　
　
、
＝
　
　
い
つ
も
わ
た
し
に

　
　
　
　
一
…

　
　
　
　
　
　
　
不
思
議
な
現
象
が

　
　
　
　
　
　
　
起
き
ま
す
。
友
達

と
話
を
し
て
い
る
と
、
時
々
自
分
で
驚

く
ほ
ど
整
然
と
し
た
言
葉
が
で
て
く
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
別
に
前
に
読
ん
だ

本
の
受
け
売
り
を
し
た
わ
け
で
も
な
い
。

「
き
っ
と
美
し
い
、
正
し
い
文
章
を
読

む
と
自
分
の
頭
の
中
で
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ

に
な
っ
て
い
る
物
事
が
、
き
ち
ん
と
整

と
ん
さ
れ
て
、
そ
の
時
に
ふ
さ
わ
し
い

言
葉
が
出
て
く
る
の
だ
ろ
う
」
と
自
分

な
り
に
読
書
の
有
益
さ
を
認
め
て
い
ま

す
。　

し
か
し
、
本
の
効
果
も
あ
ま
り
長
く

続
か
な
か
っ
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
さ
ぼ
る
と
度
忘
れ
、
失
語
症

な
ど
に
な
り
が
ち
。
　
「
大
変
だ
」
と
ば

か
り
新
し
い
本
に
飛
び
つ
く
。
わ
た
し

に
と
っ
て
は
よ
き
失
語
予
防
薬
で
す
。

本
そ
の
も
の
は
物
を
言
わ
な
い
が
、
そ

れ
を
読
む
人
の
心
の
中
に
生
き
残
っ
て

い
く
こ
と
は
確
か
で
す
ね
。
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齢糖妙自然
⑳オオヨシキリ

　水辺のヨシが青く茂り始めたこ

ろ、南から夏鳥として渡って来て、

ヨシ原でギョッ、ギョッ、ケケシ

ー
、 ケケシー、チヨチヨチヨと大

声でやかましく鳴く小鳥です。ス

ズメよりやや大きく、薄茶色のじ
　　　　　　おすめす
みな鳥です。雄雌はいっけんして

区別できません。
　いつ　ぷ　 た　さい

　一夫多妻の鳥として知られてい

ますが、やぶの混入した乾地の小
　　　　　　　　　　　　いっ　ぶいつ
さいヨシ原では、ほとんど一夫一
さい

妻のようです。6～7月ころ、4

～5個の卵を産み、10月ころに南

へ去って行きます。

灘
懸市の木き
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